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地図で確認！
インダス文明とアーリア人の進入の様子を

書き込んでみよう。

． イ ン ド 史
１　古代インド

学習のポイント！

インダス文明→アーリア人の侵入→マウリヤ朝→クシャーナ朝→グプタ朝→ヴァルダナ朝→ラージプート時代

王朝毎、王毎に内容を押さえよう。特にインド史は宗教がたくさん出てくるから混同しないように注意。

時代・王朝、王、宗教関係の 3色でマーカーで塗ってみよう。

（1）インダス文明（前 2500 年）：ドラヴィタ系？

ａ．モエンジョ =ダーロ（1.　　　　地方、インダス下流域）

ｂ．ハラッパ（2.　　　　　　　　地方、インダス上流域）

ｃ．特徴：整備された都市、印章、象形文字（未解読）、青銅器、メソポタミアと交易、宮殿・王墓なし

（2）アーリア人の侵入

ａ．パンジャーブ地方に進出（前 1500 年）：部族社会

ｂ．ガンジス川流域に進出（前 1000 年）：農耕・牧畜

ｃ．ヴァルナ制（カースト制 =ヴァルナ＋ジャーティ）

   バラモン（司祭者）

   3.　　　　　　　　（武士・貴族）

   4.　　　　　　　（庶民や商人）

   シュードラ（隷属民）

   （不可触賤民）

ｄ．バラモン教

ヴェーダ（聖典、最古ものが『5.　　　　　　　』）

（3）仏教・ジャイナ教の成立（前 6世紀）

ａ．社会の変化（都市国家間の抗争→十六王国→マガダ国、コーサラ国の 2国に）

・ 3.　　　　　　　　や 4.　　　　　　　層の台頭

・ 形式主義に陥ったバラモン教への批判

ｂ．仏教の成立

6.　　　　　　　　　　　　創始、ヴァルナ制否定、八正道→ 3.　　　　　　　層の支持

ｃ．7.　　　　　教

ヴァルダマーナ（マハーヴィーラ）創始、ヴァルナ制

否定苦行、不殺生主義→ 4.　　　　　　層の支持

ｄ．ウパニシャッド哲学：ブラフマン（梵）+アートマン（我）= 梵我一如をめざす

ｅ．『マハーバーラタ』、『ラーマーヤナ』の原形

参考！　前 6世紀「枢軸時代」

宗教・哲学が発展　儒教、仏教、ジャイナ教、ユダヤ教、イオニア哲学
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（4）マウリヤ朝（前 317 頃〜前 180 頃）　［都：パータリプトラ］

ａ．建国

アレクサンドロス大王の侵入で国内混乱

 ↓

8.　　　　　　　　　が建国

ｂ．アショーカ王（前３世紀）：最盛期

・ カリンガ征服

・ ダルマ（法）による政治、石柱碑、磨崖碑

・ 仏教保護

・ 第 3回仏典結集（パーリ語）

 →上座部（小乗）仏教

・ ストゥーパ（仏塔）

・ 9.　　　　　　に仏教を伝える

 

（5）クシャーナ朝（45 〜 450）［都：プルシャプラ］

ａ．建国：中央アジアで大月氏から自立→南下

ｂ．カニシカ王

・ 貿易路を支配して繁栄

・ 第 4回仏典結集（サンスクリット語）

  ↓

 大乗仏教に

  12.　　　　　　　　　（竜樹）が理論確立

・ 10.　　　　　　　美術（ギリシア的な彫刻の影響）

参考！　上座部（小乗）仏教と大乗仏教

救　済 伝来地域 言　語

上座部 個人の救済 セイロン島、ビルマ、タイ、カンボジア パーリ語

大乗 菩薩信仰、万人の救済 中央アジア、中国、朝鮮、日本 サンスクリット語

地図で確認！
マウリヤ朝の様子を書き込んでみよう

地図で確認！
クシャーナ朝の様子を書き込んでみよう
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（6）グプタ朝（320 頃〜 550 頃）［都：パータリプトラ］

ａ．チャンドラグプタ 1世建国

ｂ．11.　　　　　　　　　　　（超日王）：最盛期、法顕が来訪

ｃ．仏教

・ ナーランダー僧院

・ アジャンター・エローラ石窟、グプタ様式（純インド的）

ｄ．ヒンドゥー教

バラモン教 +民間宗教

ジヴァ神、ヴィシュヌ神、『マヌ法典』

ｅ．サンスクリット文学

・ 13.　　　　　　　　　『シャクンタラー』

・ 叙事詩『マハーバーラタ』、『ラーマーヤナ』完成

ｆ．科学技術：十進法、ゼロの観念

（7）ヴァルダナ朝（606 〜 647）［都：カナウジ］

ａ．ハルシャ =ヴァルダナ（戒日王）が建国

ｂ．中国から 14.　　　　が来訪

（8）ラージプート時代

ａ．地方政権が分立、ラージプート（王の子）と称す

ｂ．15.　　　　が東南アジア経由で来訪

参考！　渡印僧

（9）南インド

ａ．サータヴァーハナ朝（アーンドラ朝）：前 1〜後 3世紀、デカンを支配し、季節風貿易で繁栄

ｂ．チョーラ朝：タミル語文学、季節風貿易

ｃ．季節風貿易：『19.　　　　　　　　　海案内記』

人　名 往路 帰路 時　代 著　書

法　顕 陸路 海路 東晋、グプタ朝 16.　　　　　　　　　　

玄　奘 陸路 陸路 唐、ヴァルダナ朝 17.　　　　　　　　　　

義　浄 海路 海路 唐、ラージプート 18.　　　　　　　　　　

地図で確認！
グプタ朝の様子を書き込んでみよう

地図で確認！
ヴァルダナ朝の様子を書き込んでみよう
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２　インド = イスラーム王朝

学習のポイント！
ラージプート時代→デリー =スルタン朝→ムガル帝国　王朝毎（ムガルは王毎）に内容を押さえよう。

王朝、王、宗教関係の 3色でマーカーで塗ってみよう。

（1）イスラーム勢力の進出

ａ．ウマイヤ朝によるインダス下流支配（8世紀）

ｂ．ラージプート時代

イスラーム教のスフィーズム（神秘主義）、ヒンドゥー教のバクティ信仰が広まる

ｃ．ガズナ朝（11 世紀、トルコ系）：北インドに侵入

ｄ．1.　　　　朝（12 世紀）

北インドに侵入→アイバクが自立（1206）、奴隷王朝創始

（2）デリー =スルタン朝（1203 〜 1526）

ａ．奴隷王朝（トルコ系）：アイバク建国

ｂ．ハルジー朝（トルコ系）

ｃ．トゥグルク朝（トルコ系）

イブン =バットゥータ来訪、ティムール侵入

ｄ．サイイド朝（トルコ系）：ティムールの部下が建国

ｅ．2.　　　　　朝（アフガン系）

ｆ．特徴

・ 異民族に寛容

・ インド =イスラーム文化

・ ウルドゥー語形成

（3）南インド

ａ．ヴィジャヤナガル王国

・ ヒンドゥー教、東西交易で栄える

・ 鄭和の艦隊来訪（15 世紀）

・ ヴァスコ =ダ =ガマの 3.　　　　　　　来訪（1498 年）

地図で確認！
ラージプート時代の様子を書き込んでみよう

地図で確認！
デリー =スルタン朝朝の様子を書き込んで

みよう
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（4）ムガル帝国

ａ．バーブル

・ パーニーパットの戦いでロディー朝を破り、建国

・ シク教がこのころ成立：4.　　　　　が創始

ｂ．アクバル

・ アグラに遷都

・ 中央集権化

・ イスラーム・ヒンドゥー融和政策：5.　　　　　を廃止

ｃ．シャー =ジャハーン

タージ =マハル建設（インド =イスラーム建築）

ｄ．アウラングゼーブ

・南インドまで平定（最大版図）

・ジズヤを復活、非イスラーム教徒を迫害

 →死後、各地で反乱→分裂

ｅ．分裂

・マイソール王国（南インド）

・マラーター同盟（デカン高原）

・シク教国（パンジァ−ブ地方）

ｆ．文化：ムガル絵画（←イランの細密画）

地図で確認！
ムガル帝国の様子を書き込んでみよう

地図で確認！
ムガル朝の分裂の様子を書き込んでみよう
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３　ヨーロッパのインド進出

学習のポイント！　

ヨーロッパの進出は各国毎におさえ、特にイギリスがインドを支配していく過程を押さえよう。

イギリス、フランスの動きを同じ色のマーカーで塗り分けてみよう。

（1）ヨーロッパ勢力の進出

ａ．ポルトガル：香辛料貿易

・ ヴァスコ =ダ =ガマの 1.　　　　　　　　来訪（1498）

・ ゴアを建設（1510、アルブケルケ）

ｂ．イギリス

・ 東インド会社（1600）設立

・ マドラス (1639)

・ ボンベイ (1661)

・ 2.　　　　　　　(1690)

ｃ．フランス

・ 東インド会社（1604、1664 コルベールにより再建）

・ ポンディシェリ（1674）

・ シャンデルナゴル（1688）

ｄ．オランダ：セイロン（→ 1815 イギリスへ）

（2）英・仏のインド巡る争い

18 世紀、ムガル帝国は分裂状態→英仏が覇権を争う

ａ．カーナティック戦争（1744 〜 63）

南インド、仏のデュプレクスの活躍→英の勝利

ｂ．プラッシーの戦い（1757）

英東インド会社軍 3.　　　　　　の活躍

→仏とベンガル太守の連合軍を破る　

→仏を追い出し、ベンガルなどの徴税権獲得（1765）

→英のインド支配へ

地図で確認！
ヨーロッパ勢力の進出の様子を書き込んで

みよう
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． 東南アジア史
１　東南アジア史

学習のポイント！
いろんな王朝が出てきて混乱しそうですが、各国・地域毎で流れを確認し、地図でヨコの流れを確認しよう

王朝、宗教、中国・ヨーロッパ勢力の動きを同じ色のマーカーで塗り分けてみよう

（1）インドシナ半島東南部

チャンパー（2〜 17 世紀頃）：海上貿易、中国では林邑・占城と呼ばれる

（2）インドシナ半島北部

ａ．東山（ドンソン）文化（前 3世紀）：青銅・鉄器

ｂ．中国の支配（約 1千年の間）

秦の 1.　　　　　の遠征、漢の 2.　　　の遠征

後漢：徴（チュン）姉妹の乱　

ｃ．中国の支配から独立（10 世紀、五代）

ｄ．李朝（11 世紀）：ハノイを首都に、国号を大越、仏教・儒教を保護

ｅ．陳朝（13 世紀） 

モンゴル人の侵入撃退、3.　　　　（チュノム）普及

内乱（14 世紀）→明の永楽帝が併合

ｆ．黎朝（1428）：独立を回復→豪族同士の抗争（16 世紀）

ｇ．西山朝（18 世紀後半）

ｈ．阮朝（1802）：阮福映が仏人宣教師 4.　　　　　の協力で建国、清に朝貢

ｉ．フランスの進出

（3）ミャンマー（イラワディ川下流域）

ａ．ピュー族（ビルマ系）

ｂ．5.　　　　朝（11 世紀）：6.　　　仏教伝来、モンゴル人により滅亡（13 世紀）

ｃ．トゥングー朝（16 世紀）

ｄ．コンバウン朝（アラウンパヤー、18 世紀）

　　　タイの 7.　　　　　朝を滅ぼす、ビルマ戦争でインド帝国に併合

（4）タイ（チャオプラヤ川（メナム川）流域）

　ａ．ドヴァーラヴァティー（モン族）：小乗仏教

　ｂ．スコータイ朝（←雲南からタイ族南下）

　ｃ．7.　　　　　朝（14 世紀）：山田長政活躍、コンバウン朝により滅亡（18 世紀）

　ｄ．ラタナコーシン (チャクリ )朝

8.　　　　　　　　の近代化（19 世紀後半）、東南アジアで唯一植民地化をまぬがれる
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（5）カンボジア（メコン川下流域）

ａ．扶南（1世紀頃）：9.　　　　港跡、海上貿易

ｂ．真臘（カンボジア、6世紀）：クメール族

アンコール朝（9世紀）： アンコール =トム（都市）

           10.　　　　　　　　　　（12 世紀、ヒンドゥー教→仏教寺院）

　ｃ．フランスの保護国に（1863）

（6）島嶼部

ａ．シュリーヴィジャヤ王国（7世紀）：スマトラ東部、11.　　　　来訪『南海寄帰内法伝』、大乗仏教

ｂ．シャイレーンドラ王朝（8世紀）：ジャワ島、12.　　　　　　　　　寺院、大乗仏教

ｃ．マジャパヒト王国（13 世紀）：東ジャワ、モンゴルの侵攻を退けて建国、ヒンドゥー教国

ｄ．イスラーム教国：マラッカ王国（16 世紀）：スマトラ西南部、東南アジア初のイスラーム教国

          マラタム王国（16 〜 18 世紀、ジャワ）、アチェー王国（16 〜 19 世紀、スマトラ）

ｆ．ヨーロッパの進出

・ スペイン（16 世紀後半）：フィリピン（拠点 13.　　　　）→ 1898 年アメリカ領に

・ オランダ（17 世紀）

 東インド会社を設立（1602）→アジア貿易（拠点 14.　　　　　　　）

 →アンボイナ事件（1623）→蘭領東インドを形成

・ イギリス（18 世紀）：海峡植民地（ペナン・シンガポール・マラッカ）、マライ連邦（1895）

参考！　東南アジアの宗教分布

・ 大乗仏教：ベトナム（中国から）、シュリーヴィジャヤ、シャイレーンドラ朝（ボロブドゥール）

・ 小乗仏教：ミャンマー、タイ、カンボジアの王朝

・ ヒンドゥー教：マジャパヒト王国

・ イスラム教：マラッカ（東南アジア初のイスラム教国）、マラタム、アチェー

・ キリスト教：フィリピン

地図で確認！
東南アジアの宗教分布を書き込もう！
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地図で確認！ 
下の地図に 2世紀、8世紀、13 世紀、15・16 世紀、17・18 世紀、ヨーロッパ勢力の進出を書き込もう！

（1）2世紀

　「海の道」の中継地として繁栄、扶南、チャンパー

（2）8世紀

　イスラム商人の活躍、中国は唐代、義浄来訪、真臘、 

　チャンパー、シュリーヴィジャヤ、シャイレーンドラ

（3）13 世紀
　モンゴル人が侵入、パガン朝は滅亡、
　チャンパー、真臘、スコータイ朝は服属、

　陳朝は撃退、マジャパヒトが建国

（4）15・16 世紀
　大航海時代でスペイン・ポルトガルの進出 
　中国は明代、鄭和の艦隊来訪
　黎朝、トゥングー、アユタヤ、カンボジア

　チャンパー、マラッカ、マジャパヒト

（5）17・18 世紀
　オランダの進出、中国は明から清
　トゥングー朝→アラウンパヤ朝、
　アユタヤ→チャクリ朝、黎朝→西山朝

　マラタム王国、アチェー王国

（6）ヨーロッパ諸国の進出
　フランス：インドシナ半島　オランダ：現インドネシア

　イギリス：現マレーシア、シンガポール、ビルマ

　スペイン：フィリピン（→アメリカに）

　独立国：チャクリ朝　


